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研究の概要 

針葉樹リグニンをアルカリ条件で O2酸化（AO 酸化）することでバニリンを生産する手法は、

すでに工業レベルにある有望なリグニン変換法である。受賞者は、各種有機カチオンを AO 酸化

における反応制御のための新規媒体として提案した。例えば針葉樹木粉を、テトラブチルアンモ

ニウムイオン 1)や環状ポリエーテルと Na+の包摂カチオン類 2)の存在下で AO 酸化すると、20 wt%

前後（リグニンベース）という高収率でバニリンが生成することが見いだした。 

受賞者は、AO 酸化反応系におけるバニリン生成機構の解明も進めており、b-エーテル中間ユニ

ットからのバニリン生成反応が、b-エーテルの加水分解、加水分解により生成したグリセロール

側鎖のa-アルデヒドへの酸化、バニリンの脱離の 3 段階で進行することを提案した 1-3)。ここで上

記の有機カチオン類は、a-アルデヒド構造の不均化を抑制し、バニリン生成への選択性を高める

ことでバニリン増収に寄与していると示唆されている 3）。また受賞者は、グリセロール側鎖の酸

化過程について、本経路が OH 基の C=O への酸化過程と、逆アルドールなどの複数の非酸化過程

を含む複合的プロセスであることを提案した。以上の反応論的知見は、さらに効率的な AO 酸化

制御法を開発する上で有用である。 

さらに受賞者は、未漂白パルプに含まれる発色団のパルプ漂白剤による酸化分解機構の解明研

究も行っており。代表的な発色団である 2,5-ジヒドロキシ-1,4-ベンゾキノンの過酸化水素による

分解機構の提案も行っている 4)。 
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